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桑葉及び桑條の電氣傳導度に關する研究

岡部康之

Yasuyuki OKABE:-Studies on the electric conductivity of 

mulberry leaves and stems.

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　雷

　薬粟及び薬條をイ1£態の1嘉芝電氣傅導度翫計1朔すゐこ、騒を得ば、生∫：1耀的1愈討賓r爲す1：に意｝鍵，

る繍蔽畢げ得べし齢1糊ド勝糠・噛剰1汲噸條酪・闘悩，ξ1捌ξの1融劇1ひ・C“

之を計測し洞じく…i鞘v…糠に鵬畑蝋に依ケ酬昧顯魁鋤！細醐究轍めたb，、

而して繍脚麟しくk土殿が倉・蝋と嫌∫櫨關髄柑るや．繍捷漁め・・部峨繍：
得たるを以て此腱に報膏せんとす。

　本研究を城すに常り指線を賜り海る理學博：｛ご八イく誠敵民に1濫みてll弩｝意を炎す。

第一圃　　爽流GldVtt眠｝meter侠刑健集し1螺導度測窺装ll鷺り摘緬

　　　R　ド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　IL　　resis〔Iu1爬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（垂　　（lalv‘u1｛》mt．｝ter

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　分流暑酷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：lc　糊　糊
　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　，j“；　　　　　　n　　　むhm
㌔’圏’

kごゼンン　側・÷

　　　　　　　　　　　　　　工方法及び材料

　　　　　　　　　　　　　　（1）　電氣偲導茱度測矩法

慰撫聯糠の下詫己の如きものを∫I」・U，　，他融てこ虹鵜到鼎尤太ま瓢、糠峨流（｝、1、

vanometer　使月1電氣偲糠1変測矩装雄㈹に依～しり。典の接績は策1圖の如し。

　　　　　　　　　　　　　　（2）　電極に封する’；懸蓄の考案

　　　　　　　　　　　　　　　　a．　桑三し婁測建用‘享賦極、

之は萌備（°に　蹴せる瀦・糠の馳鞭慶計1・於ける郵1脚鱒サン乃チ，廠を以て、之

に蝋せり詑防サンブラチ轍1・燦戦鵬」ゆ1・に鑓次鍬せたる時の鱗戦を、｝閣ぜ
り。

　　　　　　　　　　　　　　　　1）・　桑條測建用電極

騰の酬・に於ける懲t稗・導劇　ilを舳として燃噛R・bi・，。1、・1）の鵬1酬嚇鵬fll・

行せしめたる2本の針を以舵1・蛸せり．舗糠條闘して如雌髄以て，ll・重聡んとし．

t・6も洪の針磯さ汰さ・掘・・膿糠於磯多イ耽を財御囎、るを，≧獅弩案願
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ね第2圖Z）如き電極を組域せり。直穫0．75mmの2本の側柱（2本の針なれど先端は直穫

0．75mmの噺面を有せしあたるを以て斯ぐ謂ふ）を絶縁併行せしめ．絶縁休のヱボナイト板

に一定の間隔に穿てる2孔より2本の圓柱を任意の長さ突出せしめ叉後退せしめ得るやう、

scaleを附Lてmicro・meter・sorew欺の機構をなせり。

　此の3mm闇隔ある2圓柱を有する電極を測らんとする桑條の牛裡に等しき長さ丈突出せ

しめて後、條に突入せしめ、電氣傳導度を計測せり。　　　　　　　　　　　　　　　　　’

第　二　圖　　著者考案の桑條用電趣（實物大）

A

c

A　電趣の二圓柱を後退せしめZerO　pointとせる状態

B　供試桑條の牛径と等しき長さ丈二圓桂を進出せしめし状態

C　桑峰に塵入せしめし状態

　　　　　　　　　　　　　　　（3）　硬度測定法T

　桑葉及び桑條の硬度は何れも著者考案の硬度計に依りて計測せり（3）（6）。立木硬度の軍位は次

の如し。此の調査施行當時は生育中の軟弱なる新梢なるを以て本研究に於ては特に直穫1mm

の圓柱を探用せりo．

『噺面の直裡1　mpaの圓柱を供試條iJM定部位の樹皮面に垂直に髄部に向つて墜入する時．随

部に到達する迄の最高の抵抗が荷重1Kg．に相當する時立木硬度1度とす』



14　　　　　　 鉱　綜　幽　靴　誌　　　　　 1第九巻

　　　　　　　　　（4）　　オく　づ》　建　量　法

供試物を乾燥して行ふ常泌に依れり。桑條は硬慶及び簿導度測建部健をtl：心にLてltさ3cnユ

に切斯したるものを供試材料とせり。

　　　　　　　　　（5）　　イ」し　言産　　材　　rl…斗

供試材料は総て下1－lsLiの如き埼薫縣鎧業試態愈場に於ける桑園より之を探りVk，試本敷は昏1岨04く

なり。

　　　　　　　　　　第　1　表
、＼一＼　 仙試桑園

成綻　＼＼＼＿

桑　 葉　1
桑　 條　3
桑　 漿　fl）
桑　條　4

桑　 葉　3
薬　 傑　5
桑　 葉　4
桑　條　7
桑　 傑　6
桑　 條　1
桑　 條　2

樹　齢

　　All
｝・

｝・

｝・

｝・

｝・

品　 租

12種

改良鼠顯

改良鼠返

多棚早‘1二

改良鼠越

桑　　　　　 園

春秋兼川　根刈

雅秋兼川　根刈
O無肥料（8ケ年川）
O肉給肥料（iSc　・；，il’）

f／kli巴600貫　　ttlilJ巴4．　OO　y，t　　凋〃ξ20　L史

○化雌肥料（反當）

欝審紫25貫・泄勲榊5貫・嚇史加

聯秋鮫川lllメtJ（e）〔，c量1夏）　　｝蒲メサ（12〔｝匹〕m）

夏秋兼川　根刈

春秋兼川　根刈

（6）電氣傳導慶の豪示

電氣徳鞭憩ま抵抗の逆婁交にして抵抗の畢位はohm（n）を以て表示し、電氣kll：導度の馴轍

・・M－一・な・ぺきも・翻は・搬晶一Rぎの算式にて計恥・蜘1剛叫㈱l」し欲の

成績を表示せり。（蔚報告叉同じ）

　　II．成　 績

　　A桑　葉　　，
1．桑構重に依つて異る備薄度

　第　2　衷　　　　　
（5－9／s。　　皇9：］t；illRj　if丘）

・＼、　項目

品挿　 L＼、

一ノ瀬青水

鼠　　　落

十　丈　字

北　堀　桑

改良魯桑
窟　榮　桑

硬　　鹿（度）　　　　　電氣偲導慶ぐolmi）

軟　簗　Ili　葉　硬　葉I　i　　軟葉レP剣硬葉
13＋0。2

12＋0．2

11：ヒ6．2

7ゴ：O．3

6±：0．1

6±0．2

52＋0．9

47＋0，4

39＋0．3

57＋0．4

73＋o．5

G4±0．6

60±0．5　　［　　9，　OOOrt：420　　1　30300ニヒ1980　　3S10（ト←　L｝・“’｝O

　　／　　　！　　　・　－
52±0・4　6900±240　228。O±8540；40i）OO±1㈱
δ0±0．訓・050。±・80288。0±1260㌦｝5。。±4290

　　　　　　　　　　
71±0．5旨6000±盟0124900：ヒ720：S9400：と19S31）

77±0・410200±5101：msoo，le2160　i翻0±10Sl｝0

71±0．岱19900±240　19500土1｝三｝055800±8S51｝

　　、I　　　　　l　　　　　［
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多　　　liilj　　』嗜し　　ilt

改　良　鼠　返

島　　ノ　　内

市　　　　　　2ド

illfll　　♪「轟　　二人二　　響ε

三1塾　　　ジ・！・1　　“°蓬　　　1以i

9±O，2

8士0．：1

9±G．3

：L3十〇63

1：，：一ト0，3

13－1－0。f；

66±0．4

66一ト0．4

62．一トーOe4

ar｝：ヒ｛｝，6

95：ヒ0．4

S8士0．6

74ニヒ0．5

71＋0．5

66：ヒ0．6

75：ヒ0．4

10！±1．0

97±0．6

10200十330

　S40Q：量：210

　8100：ヒ210

10SOO一ト300

20700：±：600

11700：k：210

21000±　750

23400±　930

20700±　　750

18300±1020

41．100一ト1650

17400－←　840

33300±　1830

　57000」：　7140

4｛　r）oo一ト　3510

　53700瞬ト　　4530

172100一ト12420

　43SOO・昏卿　2670

2．　肥料に依つて異る傳螺度

　　　　　窺館　　　　3　　　　表　　　　　　　　　　　　　（3117－1／8，　1936訟招1童…）

’、』

A＼．、　　　　　η冗　　l／l

1，si；　”紐　　　’＼＼、、

　イ正二　　es」～　　lj巴　　　∋1：こレ

　1’1　　系A　　　蹟旺！　　奪13卜

　勇喚　　　・　11巴　　　　　辣：ヒト

イfl廻　　　　　　　1黛　　　（tltE）

軟　葉

11±0，3

13：±：o．2

ユ‘1二圭：o。3

中　；，嚢

34士o，3

88：｝二（》．4

36凹｝門0。6

拠　　葉

　4：ト・卜・o．5

　4d：1：0，4

47士0，4

h戦．＿讐各、∴、響藩1璽藁¶叢番鰭

I
　　r）　tlOO±150　　　　　　　　　　　　1　e）　SOO±1020　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3C｝900kF　3120

　　8700－｛－270　　　三二4000ニヒ　　870　　　60900：ヒ11670

　12000±310　　　　　　　　　　　　31500±3970　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gε400±：2744i

一一『『pn－ `豫護）…

　　ユ。856

　　．1．972

　　0，344

3．　　flごユ‘菰泓尋こイ弥ミつて当熟るfr阜郵唯1費

　　　　　策　　　　4　　　　豪　　　　　　　　　　　　（3，　O／7－31t7，　193α訂司礁…）

s°・・ @、　　　　　諏竃　　11

1轟ξ　　｝甥　　　　　㌔㌧、・…、、

　iゼ石　　メU　　イ」：　　Jlitニ

　Il｝　メlj　イヒ　立

　＊｝ミ　　メIJ　　　｛1：　　ユシニ

硬　　　　　　7慶　　（」走）　　　　　　　　　　　　　1ぎ粍　　鋳畿　　｛懸　　三1）』　　1麺　　（．Ohm）

軟　　：曇 中　　葉i硬　　葉　　・1次　　漿　1中　　莱

11±0．2　　25：iヒ0．3　　2Sdヒ0．4　　　93（）0：」ヒ48（》　33900ゴご5340

11±〔｝．3　　30±0．3　　34ゴ：0．4　　　　G300：tc　，a　60　　17700ゴ：　930

14±O・aI27±O．r）　36±0・3　　　5100±210　　9300±4SO
　　　　　　　I

　　　　　4．　　毒嚢fl乞㌍こ｛衣つてダさる倉ノkゴ1｛：、　二硬度及てズ仰匡導慶

「狸　磐

72000ゴ：10S90

37500±　　4020

18900輌ト　　　S）　e）O

断棺一株

牧縫蟄
　　（1〈sr．）

（・雅）

　　1．578

　　1，2S6

　　1，691

角㌻5・表　　　（二9－1017．193俳澗ヨ査…）

＿鼠1霧　一肌∴1

　　　　　　　　　　　　　　藍

　　　　　　　　　　　　　lli

　　　　　　　　　　　　　24

水　　　分　（％）

84．72：ヒ0，61

78．28：と：0．S7

75．72±0，33

76．3S＋0．57

79．32：ヒ0，46

硬　　　　　　　1変　　　（農）

2±O，29

8±1，41

22±2，10

27＋3．o「2

21±3．03

電鏡義4專寛京変　　　（⑪hn｝）

11014－←1413

3024S±2601

28823－←1155

283S8：ヒlr）60

22S75：七16S6

　　各慨10簡所計50簡；りrの調査に成る水分、硬度及び傅導度各々の　Standard　deviation及び

Correlation　coe缶ciellt　を鱗〔出せば次の如しo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』刊三　’均　flll〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　痩毒黙係婁敦

　　　　　　　フR　　　　　　　fnN　　　　　　　　　　　　78．95±0．37％　　　　　　　　　　　　　　　4，84」：0．33％

　　　　　　　孤1　　　　　　．度　　　　　　　　　　　　16．80：ヒ1．19度　　　　　　　　　　　　　　73．90±7．29％

　　　　　　　4専　　　曙〔　　度　　　　　　　　　　　　26352：1　9120htn　　　　　　　　　　　　　34・80：ヒ2．64％
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第三購　　葉位に依つて興る水分、硬度及iiE氣偲灌度

30

25

20

豊・・

難

馨、。

8
9
邑

　　r｝

硬
慶
，（　　　　t’tt

慶

　　　　卜一、．
　　　　、　　　　　t’』L・．、．
　　　　6　　　　　　　　　　　　　’1ム

　　　11　　　　　　　　　　　／⑱、・，

　　　1　　　　　　　　　ノ　　＼’、
　　　！　　　　　　　　　／　　　＼’、

水　　　，’　　　　　／　　　＼＼、
ケ　　　ノ　　　　　　／　　　　　　＼　’A

　　　l　　　　炉　　　　　＼
　　、r　　　　　　’　　　　　　　　　＼e

　　・　　　　　　ノ
　　1　　　　　1
　　、　　　　　　’

　　、’　　　　　1
　　1　　　　　ノ
　’　　　　　！

　・　　　　　1
　’　　　＋

二vl’　　　　1

　　　　　　　　　　〆．’　　　／　　　　　　　　　　　　〆〆
　　　／　　　　　　　　　　・〆，

　　〆
黒／
り．o

4　　　9　　　ユ4　　　ユ9　　　24

）　　　　薬　　　　位

鵠

80

75

水
分
’へ

）

　　　　　B．桑　　　條

1．電極塵入の深度に依つて異る偲糠度

　　　　第6表　　　 （1718．1936調強…）

＼＼＼避…“『闇；1，×，三il。lT…7’　：、。1、、

．傳婆塵　　　＼＼

　　ohm　　　　　　　　　　　ユ5202士761　　　　　　10535±469

γを100とせる指数　　　　　　　　　　工44　　　　　　　　　100

コ．訴×γ驚β1m、

　　7C，IG：ヒ311

　　　　　7舞

2・細太に依つて異る傅灘度
　　　　第　　　　　7　　　　　葛槌…　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28・一一29！7，　1936｝訂韻…南…）

＼＼　　項　日

　　　＼＼
條緻mln）＼

4
5
6

7
8
9

10

硬　　　　　　　　度　　（慶）

．上ls・lal下
10＋0．3
13王o．3

20±0，3
19±　0．4

21＋0，3
21モo．5

24一ト0．6

14：ヒ0．3

24＋0．6
33王o．7

31±0．6
36：ヒ0．4

32＋0．S
33±0．5

21±O，3
35士0，7
43±0，8
41±O，6
43±0，5
40±1，6
42±1．4

電　　氣　　偲　　糠　　慶　　（（，hm）

上　1　巾　［　下

12120e：ヒ46400
54800：ヒ　5SSO

3ttSOO±1640
ユ9200±2160
ユ5600ニヒ　　S40

11200：ヒ1040
　SOOO±　　64【〕

6e｝OOO　1　14210

3SOOO士17GO
27600十8040
15200モ　2SO
13200士　｛iso
lO〔｝OO忠　92（1

7200±　5GO

42000±4240
2960〔〕士付00

ユ9600誰：　280

13200±2⑪（》

ユ0800：ヒ4｛沿

s，　soo士8｛｝o

G400士400
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弟；期圖　　枝僚の肺　太に依つて異る硬凌

、へ

鷹
、帖ノ

拠

4｛》

度

1沿

LO

工｛｝

　　　　　　　　　　！駄＼．　　”x’“▲＼、　　　　強

　　　　　　　　　／　　　、’　　　、、／〆　　　　　　　　　一、
　　　　　　　／／

　　　　　　♂　　　　　　　　　〆へ、，

　　　　／／＼／＼　
　　　ノ　　　　’
　　　！

　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．冊
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！’

㌧』ζ　　　　　　　　　　　　　　　．滑・．．…　欄！”
er　　　　　　　！団’・・…　．．脳．・一”r

中　　　　　　　　〆
Lt「　　　　　．、a

皇　四”

融

tttゆ，　　　iハ　，　　wギロ　　＿ttロ　，　ゐ　　w　らぬ　’　h－、ゆ．アヒ－t，ゐ．ドぽ　　ロロ－ロ・－tロH　’L　－　　　　　　　Lpア－tFtー　’　マT　　コレヤバゆーへ　H”vぬ　’

　　4吊678910「　．．　　　傑　　筏　（11）m）

蛮慨圃　粧傑の荊1汰に伏つて塁騒甑網糠度

12

11

工0

9

Q
§6

蟄5
葛4

　　3

襲・

簸・

度

L層・．

邸　、

＼

＼＼＼＼’di＼

　　　　　　　　＼薬

　　　　　　　　　　　　　　　…蒜に彊緊二1

　看釜　　rtVtl　（mm）
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3．　桑晶種に依つて異る何：導度

　　　　　貿∫　　　8　　　爽　　　　　　　　　　　（17－24／7、　193（聴阿摘…）

＼　　項口
　　　＼＼＼

　　　　　　ロ　

品種　　＼、

一ノ瀬青木

鼠　　　雌

十　丈　学

北　捌　桑

改良魯染

密　榮　桑

多詣月Jiし凶k

改良鼠磁

島　ノ　内

市　　　2F・

派Fli♪蕩　穴罫慧

鮭tタ・1・1節3助

條　　　　　察置　　　　（Mlll）

上 1 ・1下
1：1圭1：lll懇費／：ILg：li

4．8ニヒ0。085．4±0．076。0ゴ：0．05

1：1圭蹴1：鑑1：ll鷺：1茎：：｛1
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曜男

項翻

イヒ導s肥罪斗

自給肥料　　　　　　　1

無肥料　　　　　　　i
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5．　仕立方に依つて異る傳灘度

　　　　　第　　　　10　　　　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4！8，　　193岱調鎖…）
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6．鰹夜に依つて，異る偲慰度

　　策　11　豪　　　　　　（10／呂，1醐翻齢、＿＿

’＼、項闘1　條　　枢（mm）

臓別　　　．1　上

製畳　8．A．M、　5．2ニヒ0，1
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2亀二〇，S
畑，、，，9．t：。l！4、＋、．（）

　　　　　　1｛

1上
1
1440‘トヒ40｛｝

1　四
／1600：圭コti’so

1電警：口專潔瞭1幽峯

　　　　1Φ1ト
1矯、丘⑪｛1二岸訓照｛｝鱒彗も1琳1

　　　　　
9蜘卜：麟1酬・興鰍

　　　　f

＿．．＿．．．一一一 @＿．＿＿＿．＿＿t－＿．一．＿F　　　　　　　　　　　　－　

7・位罎に依つて興る含水蟄、硬度及び偲導度

　　　　　　錦　　12　表　　　　　　（9－10！71轍i灘瞭P
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　　　　桑葉の場合と異り各匿直極を暴にせるものなるが故に斯くするこゐは不合珊な捻転凄1赫蛸

　　　各1，磁0簡所膏150箇所の謬昭盗に威る水分硬度及び鯨慰度各々のStandard　d‘｝viati（m及が蜘嫌麟

　　　tion　coeflicientを算lllせる結果は次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　準均偵・　　　　　礎異係撒

゜　水分　80．08±O．43％　5．58±0．38∫恐∫
　　　　　硬　　　　　　　度　　　　　　　　　　　　　37．1ゴ：1，63慶　　　　　　　　　46．：L7d：3，72fY∫

　　　　　Arl〔　　導　　　慶　　　　　　　　　　　　439．　2：i：490hni　　　　　　　　16．67±4，80∫轟∫

　　　　　　　　　　　鰍醐　桑傑の｛蝦1こ依つて異る水分翻鰍蹴蜘鱒1愛
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緯ん＼、－A－・／／　’＼－A
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9ffX，考　　　　察

　電無簿導度測定ヒ最も攻究を要するは電極なり。桑葉に於ける著蒋考案の電樋は藻の厘さ、

；郷永の有無に依つて異る可し。3く桑條に於ける蔚渚萄案の電極は共の劇墾入の深度及び供試枝條

の細太に依つて異ること域績の示すが如し。從つて調査威績に見る如く含フkl｝11二多き軟葉に於て

は抵抗小なるも、之に反して桑條に於ては先端部に於て典の抵批大なりo是れ直裡小なる杖條

に於ては大なるものよりも蜷入の程度少く極の接鯛砺少き爲め直狸大なる枝條より共の含水：ll1：

多きにも拘ら一Nl．k抗大となれるものなり。

　條の大小を間はす極d蜷入度を一建ならしむることはhomogeneousならざる條の細維に射

して不合理なる敵、署脅考案の立木硬度計同様、桑條の電棚も亦條の牛枢に等しき長さを燃入

して共の供試條の簿導度を計測すること玉せるものなり。

　從つて桑條に於ける傅慰度及び碩度の婁交値は必須條｛，1：として等しき太さの條に於ける場合の

み粗互比i鮫灘」照し程るな砂o

　試みに行へるll罐重、肥料、仕立方に射する前揚1蔀～父績の示す通り硬度ゐ共1こ仰導度も亦鎌樹

～1三態調査項日として興味ある撒flltを得らるSことを窺ひ得らる。

　硬度、傅鱒度及び水分3項1：1のオ11關々係に於て、鎌葉に於一dよゴニ0．5内外のco¢mcientを

得たり。然るに技條に於ては水分，L・硬度とのcoefiicient－O，9なるも、傅i韓度鳳一一〇，3なりo

是れ條穫に依つて異る深度に鋤する偲鱒度の繋、棚液中の織郷質の難等に依つて水分との矧關

k係を飢せるに依るならんか。

　傳導度と水分との關係を追及すると岡時に葉液及び樹液申の碓解質に13？，1する研究も亦取要な

り。蓋1腋に依りて鰹尊度の異ることは、避般の鴻息を物諮るものなるべし。

　生育中の同一4桑樹につき、時撃及び時刻を異にして偲導度に如何なる攣化ありゃ、現に研究

中なり。

　各測定fll海に算出附誘己せるMean　errorに依つて朋瞭なる硬葉及び細條に於ける薄導度測

定値の偏差に原因する譲雅を小ならしむる方法に就ては一一贋の攻究を要することなりとす。

IV．総　　　　括

L　著蔚は自ら考案せる電極を用ひ、桑葉及び桑條の電氣侮騨度を計測して同じく署者の労桀

に域る硬度と比較しつ玉研究を迩めたり。

2，桑葉測定用の電極は著渚考案の桑葉硬度計中のSanplatinum；Plate及びstee1　ballを以て

之に充當せり。

3．　桑條測定用の電極は2本の鋼鐡の圓柱を一・定の階1隔に絶緻併行せしめ、供試枝條の牛郷に

等しき長さ丈墜入せしめ得る様に組減せり。

4．桑葉に於て軟葉、申葉、硬葉別に12品種の比較を行ひたる結果に見れば、概して硬渡高き

桑葉は抵抗大なり。軟鍍に於て北堀桑は硬度7慶にして傅i導慶は60000hmなり。薦島大楽は

硬慶13度にして傳尊度207000h！uなり。中藥に於て遠州高助は硬度88度にして傭尋度17400

0hmなり。而して編島大葉は硬度95度にして億尊度4UOO　ohmなり。硬葉1こ於て多胡早生は

硬度74度にして傅襟度333000hlnなり。而して幅島大葉は硬慶101慶にして傅導度1721000hm

なり。
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5・　無肥料桑葉は肥料桑楽よりも硬度高く抵抗大なり。

6・伽肪に於て刈り株螺｛1きに從つて薬葉の澱は低く揖撫款なり。

7・葉健依つて異る含脳赴・鍛及び鱒度の？脹を見るに、・紛は聾鰍進み樹劇・部に殉

ふに從つて、共の％小なる、も最下テ’s：llの老葉は大なり。而して此の水分の漕長とイ1謄∫して硬度及

鱗度（・hm）は2隈せり・取條礁阻0柳イ・々條‘・つき謬腔せる場佃・鰍｛縄は水分最小

にして鮒：彗く度之に次ぎ硬度最大なり0

8．上記の場合に於ける相關係数は下1｝己の如し。1

　　　硬度　と　 水分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一〇，585：ヒ0。066

　　　肇SII導雲度’（抵わt）ゐノJ〈うnN　　　　　　　　　　　　　　　　　－O．553：ヒ0，067

　　　そi更慶とイ專贈q憂（抵抗）　　　　　　　　　　　　　　　　十〇．419：h：0．078

9，桑條に燃入する電極の濃度深きに從つて抵抗小なり。

10・枝條の條鰍なるに從つて膿駄にして猟小勧。而しで酬1よりも中晋蹴蔀と撫）

批抵大にして、典の霊細條に於て狩に顯；墜なり。

11・桑條に於けるTVI種別の硬慶と仙：導度との關係は総i陣ならざるも、各温種例外無く1：［li下の

順に梗度商く抵抗小なり。硬度概して嵩きは島ノ内、TIB’P、示副1ゐ大ll雲にして、低きは…ノ瀬膏

木、鼠返ザト文掌なり。抵1）乞最大なるは醐島火葉1でして共の上郡ほ1040001】mなり。而して最

小なるは改良魯薬、北堀薬等゜の下部にして48000hmなり。

12．無肥料桑條は肥料藥｛1蓑に比して硬度高く抵抗も僅かに火なる傾両あり。

13，仕立方に於ては硬慶に於て、貰lll刈の上部が巾刈．根刈よりも高きのみにして他は顯i県なる

遊異なし。

14，51髭闇に比して夜1用は粒條の抵抗小なる傾両あ砂0

15一枝條5飾所1鉢につき水分、硬嵐イ蝉慶を謝荘せる糸課観るに、フk分e、1下郡にi嶋、

に從つて撫）％小なり。而し・て硬度は例タ漁く酬隙llに向ふに從つて高きも偲単慶は一惣噸向

無し。50箇所の訓査にで衣つて算出したる漫異係藪を比較するに、水分は最小にして傅単慶は之

に次ぎ硬度は最大なり0

16．上記の場合につきオ・日關係激をZ；〔川・ぜる結果は次の如し。

　　　硬　度　と　　ンk　IIJN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－O．903±0．018

　　　剃罫導産妻1（ohrn）　とノ民う｝　　　　　　　　　　　　　　　　－O，280：ヒ0．088

　　　硬度・と｛哩導聾度　（ohln）　　　　　　　　　　　　　　　　　　十〇鼻025：ヒ0．095

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ於　埼議縣鑑繋訳験場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　丈　　　　献

1・R・幡。・（192G）i、・Elec｛血mctli・エd。f　d・1e・・nh、g　the　iu・i・ture　c。・t・…唄i・i・g．　tisTsme．　JC・Ql・gy

　　　　　　　　　　　　　VOL　VII，　NQ，3，

2・　浦本敏三三郎　（1926）　　止YI！雄實潤

3・岡部LiE之σ927）渠樹の硬度嘲する研究埼PS一縣燃試験場斗臨蜘5號

4・松侃太郎・淺屈lf（Ic27）’me導卿1腱に塑オ己ガルウツ・か砺の使胴彦にT，1，腱アン艦ア

　　　　　　　　　　　　　のX．dlt工業化麟1購麺‘謝號　　　　　　　　・・
5・　金　子　英　離　（1931）　　4£物々貰書に脳要論

6・岡部康之（1935）藁：虫’Sの硬脚・關する獄9」こ網～鵬　第S鶴1．2號

　　　　　　　　　　　　　　（受ヨ聾1隻　ll’｛・和4勾…8月2011）

　　1離（懲～灘櫛8齢・～2魏）正へ3懸（｛縛・姻・R・は（諾儂蹴の列竹l」除

P・130hmの甲位は100000hmなり。　　　　　’”　　　剛　’THH““”’”一一一”
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Studies on the electric conductivity of 

mulberry leaves and stems.

Yasuyuki OKABE

（Received，　August　20，1936）

R6sum6

　　1．The　author　measured　the　electric　conductivity　of　the　mull〕erry　leaves　and　stem＄

by　using　a　special　electrode　which　was　designed　by　hiniself．

　　2。The　electrode　consist　of　two　steel　columns　being　insulated　with　fixecl　distance　in

paralle1．

　　3．The　electr1c　conductivity　and　the　water　content　of　tissues　are　quite　different

accorcling　tQ　the　hardness　of　the　leaves．　The　harder　leaves　has　generally　high　resis・

tance．　The　highest　resistance　is　found　in　the　race　of　Fukuslユima6ha　111easuritlg　a1二〇ut

1721000hrns　and　the　least　in　Kitaboris6　measuring　about　60000hl　tls．

　　4．　Leaves　from　the　trees　planted　in　the　soi正of　scanty　manur㈱1ユave　high　resistalユce

and　hard　tissues　when　cor叩ared　of　those　from　the　fertile　soiL

　　5．The　conductiviとy　is　less　ill　the　leaves　of　uPper　part　than　those　fr（）m　the　low¢r

part。

　　6．The　variability　on　the　water　cotitent，　the　hardlless　a王ユd　the　conductivityαεtha

leaves　are　di任erent　according　to　the　P。sitiolユ。f　the　leaves．　The　lowcr　the　positi⑪n　the

SmaUer　the　perce1ユtage　of　water　content　of　stems，

　　7．The　correlation　coeMcients　betweelユany　I）air　of　the　rneasurenlents　lnentiolle（1

abQve　are　as　follows．

　　　　　　　Hardness　and　water　content　　　　　　　　　　　　　　　－0，585±0．066

　　　　　　　E1ectric　conductivity　and　water　content　　　　　　　　　→－0．553土0．067

　　　　　　　Hardness　and　electric　conductivity　　　　　　　　　　　　　　　　→・0．419：ヒ0．098

　　8．The　conductivity　of　the　stem　is　better　in　the⊂Ieeper　parts　and　in　the　lai・ge＄tεms

or　in　the　lower　parts　not　withstancliiユg　its　hardness，　while　worse　ill　the　upper　paユ・ts．

　　9．　The　racial　difference　on　the　conductivity　and　the　hardness　of　the　leaves　are　mt

conspicuous　from　the　author’s　measurements。　But　the　tendency　is　tlle　s　ame　that　the

conductivity　of　the　stem　is　less　in　the　upper　part　while　tlle　hard簸ess　of　stem　is

reversed．　The　highest　resistance　is　fotmd　in　the　upper　part　of　Fukushimca6ha　recQrdillg

104000hms　while　its　Iower　part　was　48000hms．　　　　　　　　　・

　　10．The　conductivity　of　the　plant　culturecl　in　the　soil　of　scanty　ma！1ures　is　a　IittIe

higher　than　the　plallt　from　the　ferti1e　Eoil．　The　tissue◎f　the　former　is　Ilarder　thaロ

the　latter．

　　11．The　conductivity　becomes　greater　in　the　day　tilne　and＄rnaller　ill　tlユe　night　time

on　the　same　plant．

　　12．The　water　content　and　the　hardness　of　the　stem　are　great　in　the　higher　part　of

the　plant．

　　13．，The　correlation　coe銀cient　between　any　pair　of　the　measurements　a！rea（ly　men・

tioned　are　as　foIlows．

　　　　　　　Hardness　and　water　conten七　　　　　　　　　　　　　一〇．903士0，018

　　　　　　　Electric　conductivity　and　water　content　　　　　　　　－一　O．280±0．088

　　　　　　　Hardness　and　electric　conductivity　　　　　　　　　　1　　　　　十〇。025：と0．095

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（The　Sericultura正Experiment　Station，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kumagaya，　Japan）


